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Ⅰ 単元の構想 

１ 単元観    

 本単元は、中学校学習指導要領(平成 29 年告示)解説国語編の内容〔思考力、判断力、表現力等〕Ｃ

(1)エ「観点を明確にして文章を比較するなどし、文章の構成や論理の展開、表現の効果について考え

ること」Ｃ(1)オ「文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け、自分の考えを広

げたり深めたりすること」を重点として設定した。 

 本単元で扱う教材は、「君は『最後の晩餐』を知っているか」と「『最後の晩餐』の新しさ」であ

る。前者は、レオナルド・ダ・ヴィンチの傑作「最後の晩餐」について筆者自身が覚えた感動や「か

っこいい」という評価を分析的に解き明かしていく評論文である。一方、後者は「最後の晩餐」と他

の作品を比較することでその新しさを読者に示す解説文である。両者とも筆者の文章の書き方につい

て、その意図や目的について考えながら読むことのできる文章である。また評論文と解説文と比較し

ながら読むことで、それぞれの文章の構成や表現の効果について考えることのできる力を養いたい。 

 本単元において生徒は評論文と解説文を比較しながら読む中で、作品の魅力をより伝えることので

きる文章はどちらかを選択し、そのように考えた理由を他者と交流し合う。それぞれの文章の共通点

や相違点などに着目しながら読むことは、評論文や解説文の特徴や表現の効果を捉えることにつなが

る。このように、プチ評論家になり二つの文章を比較する活動を通して、生徒は、文章の構成や論理

展開、表現の効果についての関心を高め、より一層言葉に着目して文章を読み解こうとする態度を養

うことができる。 

 

２ 研究との関わり 

 本研究では、生徒が「自らの学習を調整しながら課題解決に迫る生徒の育成」を主題とした。その

ために、生徒が自分で立てた学習計画や前時の振り返りを基に自身で本時のめあてを立てる場を設定

する。単位時間ごとに「学習計画や振り返りを基に本時のめあてをもつ」「めあてに沿って学習を進

める」「本時の取組を振り返り、次時に必要な学びを捉える」というサイクルを継続し生徒が学習の

調整をしながら学びを進める授業を目指す。また、生徒が単元の学習課題を追究する意欲をもてるよ

うに、追究が進んだタイミングで新たな視点から課題解決に迫るための問題提起をすることを手立て

として研究を進めていく。 

 本単元では、単元の学習課題の達成に向けて、振り返りシートに「本時の学習の成果」と「次時に

必要な学び」を記入することで生徒が自身の学習を把握しながら学びを進めていく。また、生徒の学

びを深いものにするため、生徒が二つの文章を比較して捉えた表現の共通点や相違点を基に、筆者が

用いた表現の意図や目的に着目できる問題提起を設定する。 

 

３ 単元の目標及び生徒の実態 

 目 標 生徒の実態 

知識及び技能 ・情報と情報との関係の様々な表し方

を理解し使うことができる。(2)イ 

 

 

・仮説や検証結果について図や表を用

いてまとめる等、読み取った情報を

表に整理することができる。 

思考力、判断力、

表現力等 

・観点を明確にして文章を比較するな

どし、文章の構成や論理の展開、表

現の効果について考えることができ

る。Ｃ(1)エ 

・文章を読んで理解したことや考えた

ことを知識や経験と結び付け、自分

の考えを広げたり深めたりすること

ができる。Ｃ(1)オ 

・文章の起承転結や要旨、結論に着目

しながら読むことはできるが、文章

を比較しながら読む経験が乏しいた

め、それぞれの文章の書き方や表現

の特徴を捉えることに課題がある。 

・生活の中の経験を基にして筆者の主

張に対して自分の意見をもつことが

できる。 



学びに向かう力、

人間性等 

・言葉がもつ価値を認識するととも

に、思いや考えを伝え合おうとす

る。 

・学び方を選択して学ぶことを好む

が、単元の学習課題を深く追究しよ

うとする姿勢に課題がある。 

・交流で考えを広げる姿が見られる

が、交流の目的を見失い学習が深ま

らないことがある。 

 

４ 評価規準 

知識・技能 ①情報と情報との関係の様々な表し方を理解して使っている。 

思考・判断・ 

表現 

①「読むこと」において、観点を明確にして文章を比較するなどし、文章の構成

や論理の展開、表現の効果について考えている。 

②「読むこと」において、文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験

と結び付け、自分の考えを広げたり深めたりしている。 

主体的に学習に 

取り組む態度 

①進んで観点を明確にして文章を比較し、学習の見通しをもって考えたことを文

章にまとめようとしている。 

 

５ 指導及び評価の計画（全６時間：本時第５時） 

過 

程 

時

間 

□学習活動 

 

知 思 態 ◆評価項目＜方法（観点）＞ 
○指導に生かす評価、●評定に用いる評価 

つ

か

む 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□二つの文章を読みどちらの文章がよ

り作品の魅力を伝えていると思うか

初発の感想を書く。 

 

□選択した文章がどのように作品の魅

力を伝えているのか第５時に意見交

流することを目的として学びを進め

ていくことを捉える。 

 

□ガイドラインを参考にして単元全体

の学習計画を立てる。 

 

□本時の学びと次時の課題を振り返り 

シートに記入する。 

 

 

 

 

  ① ○単元の学習課題を捉え、その解決

に向けて単元全体の学習計画を立

てている。 

   ＜振り返りシート（態①）＞ 

追

究

す

る 

２ 

 

３ 

 

４ 

□第１時に立てた学習計画や前時の振

り返りを基に「マイめあて」を立て

て学習を進める。 

 

□第５時の意見交流に向けて、選択し

た文章について分析したり、文章を

比較したりしたことをワークシート

にまとめる。 

 

□本時の学びと次時の課題を振り返り

シートに記入する。 

❶ ❶ 

 

 ○「評論文」と「解説文」という二

つの文章の違いを捉えそれぞれの

特徴や共通点、相違点を表にまと

めている。 

＜ワークシート（知①）＞ 

 

○文章の構成や論理の展開、表現の

効果に着目して、二つの文章を比

較している。 

＜ワークシート（思①）＞ 

［単元の学習課題］ 
「プチ評論家になって、作品のすごさが伝わる文章はどちらかを考え、意見を伝え合おう。」 



５ 

 

本

時 

□それぞれの文章の特徴や表現の効果

について、異なる文章を選択した者

や同じ文章を選択した者など交流す

る相手を選んで意見を伝え合う。 

 

□意見交流後に、どちらの文章がより

作品の魅力を伝えていると考えるの

か立場を示し、第１時との意見の変

容を全体で共有する。 

 

□それぞれの文章に工夫があることを

捉えた上で「筆者の表現の目的や意

図は何だろうか」という問題提起に

ついて考える。 

 

□グループで筆者の表現の目的や意図

について意見交流する。 

 

□本時の学びと次時の課題を振り返り

シートに記入する。 

 

 

 

 

 ②  ○二つの文章を比較したり、書き方

の特徴を捉えたりすることで、筆

者が文章を書いた意図や目的につ

いての自分の考えを深めている。 

＜ワークシート（思②）＞ 

 

 

ま

と

め

る 

６ □前時の交流を受けて、それぞれの筆

者の表現の目的や意図について再度

自分の考えを整理する。 

 

□それぞれの文章が「誰に向けて書か

れたものなのか」「客観的な表現や

主観的な表現は日常生活の中のどん

な場面にふさわしいものなのか」グ

ループで意見交流する。  

 

□単元全体の学びを振り返りシートに

記入する。 

 

 

 

 

 ➋ ❶ ○二つの文章を比較したり、書き方

の特徴を捉えたりすることで、筆

者が文章を書いた意図や目的につ

いての自分の考えを深めている。 

＜ワークシート（思②）＞ 

 

○前時までの学習を振り返りなが

ら、考えが広がったり深まったり

したことを踏まえて自分の考えを

書こうとしている。 

＜ワークシート（態①）＞ 

 

 

Ⅱ 第５時の学習 

１ ねらい プチ評論家になって「最後の晩餐」のすごさを伝えられる文章はどちらか自身の考えを

伝え合う学習活動を通して、文章に表れた筆者の目的や意図を捉えられるようにする。 

 

２ 展 開   

主な学習活動 

予想される児童(生徒)の反応〔Ｓ〕 

◎研究上の手立て 

○指導上の留意点 

◆評価項目（観点） 

１ 前時の学習を振り返り、本時のめあてをつか

む。            （導入５分） 

 

 

◎生徒が自ら本時のめあてを立てられるよう、

前時の学習で捉えた必要な学びや学習計画を

基に「マイめあて」を設定するよう促す。 

 

［本時のめあて］ 
「プチ評論家になって捉えた文章のよさを、他者と伝え合おう。」 

［本時のめあて］ 
「筆者の目的や意図を捉え、どのように作品のすごさを表現していたかを書こう。」 



 

 

Ｓ：自分の考えを広げるために違う立場の人と交

流することが必要だな。根拠を示して自分の

意見を伝えることを「マイめあて」に設定し

よう。 

 

 

 

〇本時の見通しをもてるように、交流の目的を

全体で確認する。 

 

２ 「最後の晩餐」について整理したワークシー

トを用いて共通点や相違点を示しながら、ど

ちらの文章が作品の魅力を伝えられるのかを

交流する。       （展開①20分） 

 

Ｓ：布施さんの文章は主観的だったのに対して、

藤原さんの文章は客観的なことを根拠にして

いたな。 

Ｓ：異なる立場の人との交流を通してそれぞれの

文章によい点があることに気付けたな。 

○異なる立場や同じ立場の者同士で意見の交流

ができるように、デジタル共有ソフトを使っ

てそれぞれの立場を一覧で提示し、交流する

相手を選択できるようにする。 

 

○意見の根拠を示しながら説明できるように、

第２時から第４時でワークシートにまとめた

ことや本文を基にして意見を交流するように

促す。 

 

○筆者の表現の目的や意図に考える焦点をあて

られるように、交流後に改めて立場を設定す

る時間と、デジタル共有ソフトを使用して結

果を一覧で示す場を設ける。 

３ 交流後の意見の変容を全体で共有した後、問

題提起「筆者の表現の目的や意図は何だろう

か」について考える。   （展開②15 分） 

 

Ｓ：「かっこいい」という言葉が「」で囲まれて

いることや作品を比較することには、どんな

目的や意図があるのだろうか。 

Ｓ：ヒントカードについて他者と交流したことで

作品同士を比較することで、より説得力のあ

る文章にしたのだと考えた。  

Ｓ：同じグループの人たちと交流してヒントカー

ドの他にも筆者の目的や意図について考えて

みよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎単元の学習課題の解決に迫れるようにするた

めに、追究が進んだ段階で新たな視点である

「筆者の目的や意図」に関する問題提起を投

げ掛け、追究意欲の向上を図る。 

 

○問題提起についての様々な考えが引き出され

るように、「キーワード」が書かれたヒント

カードを教室中央に用意し交流を促す。 

ヒントカード 

ヒント①「誰に向けて」 

ヒント②「説得力」 

ヒント③「文末表現」 

ヒント④「『 』が使用された言葉」 

 

４ 本時の学習を振り返りシートに記入する。 

（終末 10分） 

Ｓ：異なる立場や同じ立場の人との交流を通して

それぞれの文章で使われている言葉や表現に

は筆者の目的や意図があることに気付くこと

ができた。次回は筆者の目的や意図を踏まえ

て、それぞれの文章がどんな場面に適してい

るのか考えてみよう。 

○本時の学習を次時につなげられるように、学

習内容を振り返る時間を設定する。 

○自分の考えを広げたり、振り返りの手掛かり

としたりするために、ＩＣＴ端末上で振り返

りシートを記入することで他者の振り返りを

参考にできるようにする。           
 

  

＜めあて＞ 

プチ評論家になって捉えた文章のよさを他者と伝え合おう。 

◆評価項目 

二つの文章を比較したり、書き方の特徴

を捉えたりすることで、筆者が文章を書い

た意図や目的についての自分の考えを深め

ている。 
＜ワークシート（思②）＞ 

 



３ 板書計画   
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